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荒明來樹（ゆきな）ちゃん
２月 23 日生（川原代町）

★赤ちゃんの写真募集★
　４月・５月に１歳になるお子さんの写真をお寄せください（写真の返却はできません／ web サイトにも掲載
します）。４月生まれのお子さんの写真は、２月 28 日（水）まで受け付けます（必着）。締め切り日を過ぎたも

のは掲載できませんのでご注意ください。お子さんの氏名（よみがな）・住所・電話番号、生年月日・性別、デジ
タルサイネージ（佐貫駅前電子掲示板）への掲載可否を添え、写真の裏にもお子さんの氏名と生年月日を書き、
〒 301-8611　龍ケ崎市 3710　りゅうほー編集室「我が家の天使」係まで。

片岡弘樹（こうき）くん
２月 22 日生（小柴）

佐藤昊輝（こうき）くん
２月４日生（長山）

松本悠希（はるき）くん
２月９日生（小柴）

石島咲良（さくら）ちゃん
２月 22 日生（川原代町）

川上冬真（とうま）くん
２月 11 日生（緑町）

髙野華也子（かやこ）ちゃん
２月 27 日生（白羽）

山本瑛太（えいた）くん
２月 10 日生（上大徳新町）

岡本栞希（りの）ちゃん
２月 10 日生（川原代町）

斉川拓未（たくみ）くん
２月９日生（白羽）

田中悠登（ゆうと）くん
２月 22 日生（小通幸谷町）

若林莉子（りこ）ちゃん
２月 21 日生（藤ケ丘）

広報ボランティアレポート
●来迎院の火渡り大修行で厄落とし

　昨年 12 月 23 日、馴馬町・
来迎院の「火防大祭大護摩供

（おおごまく）火渡り大修行」
を見てきました。
　午後４時ごろから堂内で読
経の中参列者の厄払いが始ま
り、その後、広場に井形状に

積み上げられたまきに山伏によって火が付けられました。燃え
上がった炎は５ｍくらい離れていても大変熱く、私を含めて集
まった人々は、この勢いよく燃え上がる炎で一足先に厄落とし
をさせてもらいました。
　その後もいくつかの秘法が行われましたが、面白かったのは
この修行を聞きつけて来た修験者が参加したいという想定で、
本当の修験者かどうかを確かめる問答でした。いろいろな問答
を行う中で、天台宗の話や修験の秘話などが出ましたが、この
方法は説法として大変うまいなと思いました。
　他に刀や弓を使った厄払いが行われましたが、そうこうして
いる間に火の勢いが治まり、残り火をならして住職をはじめと
した修験山伏や、子どもから年配者まで 50 ～ 60 人ぐらいの
方が裸足になって火渡りを行いました。さすがに火はほとんど
消えた状態でしたが、それでも火の下に敷かれていた鉄板は相
当熱かったと思います。
　近くに住んで大分経ちますが、初めて約２時間半の行事の全
てを見せてもらいました。今回は写真を撮っているだけでした
ので、来年はぜひ、火渡りを経験してみようと思っています。

《広報ボランティア：枡田》

　1 月 22 に降った雪がどん
どん積もり翌朝出てみると靴
が埋まってしまうほどの雪が
降ってました！　太陽の光が
反射してとてもまぶしかった
ですがせっかくの雪を楽しみ
ながら散歩しました !!!

《広報高校生ボランティア：高木》

　朝の雪の風景を撮りまし
た。朝もやが幻想的です。

《広報ボランティア：枡田》


